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まちの話題

議会だより

お知らせ

玉黄金

11月号の主な内容第 51回龍郷町駅伝競走大会

　11 月 13 日に第 51 回龍郷町駅伝競走大会

が町内で行われました。選手は 11 区間 34.6

キロのコースを駆け抜け、赤徳校区は４区と

６区で新記録を出し、総合優勝を果たしまし

た。（大会結果は３ページ）
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　龍郷町は 11 月から、都市部の人材を受け入れて
地域活性化に貢献してもらう「地域おこし協力隊」
を導入しました。
　龍郷町初の協力隊として、神奈川県横浜市から村
上裕希さん（34）が着任。今後、荒波地区を中心に「人
の流れを生みだす」活動を展開していきます。

活性化に一役
地域おこし協力隊着任

家族と共に辞令交付を受けた村上さん（中央）

Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場総務企画課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

▲

　島のブルースなどの作曲で知られる渡久地政信氏
の生誕 100 年を記念して、11 月 6 日にりゅうゆう
館にてカラオケ大会が行われました。大会本選には
13 名の選手が参加し、それぞれの思い出が詰まっ
た渡久地ソングを熱唱しました。グランプリは瀬戸
内町在住の田村美和子さん。その歌声に会場も一段
と盛り上がりました。

時代を超えて愛される
渡久地ソングカラオケ王決定戦

▲

名曲「お富さん」を歌う田村美和子さん

　11 月 7 日にタレント活動などで知られるオスマ
ン・サンコンさんが龍郷町へ訪問しました。サンコ
ンさんは自身が出演するラジオ番組にて奄美のこと
を取り上げていきたいとのこと。今後も観光スポッ
トなどを訪れラジオで奄美の魅力を紹介していく予
定です。当日、役場を訪れた人たちに気さくに話し
かけ、皆さんから笑顔を引き出していました。

オスマン・サンコンさん
龍郷町を表敬訪問

徳田町長と談笑するサンコンさん

▲

龍郷町の人口
平成 28 年 10 月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

3,011
6,051
2,934
3,117

　+4
　+5
　+6
　-1
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　11 月 13 日に第 51 回龍郷町駅伝競走大会が龍郷
マラソン公認コースでありました。当日は冬とは思
えない厳しい暑さとなりましたが、選手たちはそん
な暑さを吹き飛ばす走りで龍郷路を駆け抜けまし
た。11 区間を７校区９チームで争ったレースは第
９中継所までは大勝 A が全て１位で通過していま
したが、赤徳 A が追い上げを見せ総合優勝となり
ました。
　大会成績は以下のとおり。（敬称略）

暑さ吹き飛ばす熱走！
第 51 回龍郷町駅伝競走大会

総合優勝を果たした赤徳 A チーム

一斉にスタートする各校区の選手

B クラスを制した戸口チーム

▲

２時間 16 分 00 秒
2 時間 16 分 28 秒
2 時間 19 分 17 秒
2 時間 21 分 27 秒
2 時間 24 分 14 秒
2 時間 32 分 18 秒

【Ａクラス】< 優勝 > 赤徳Ａ
　　　　　  < ２位 > 大勝Ａ
　　　　　  < ３位 > 龍瀬

【Ｂクラス】< 優勝 > 戸口
　　　　　  < ２位 > 赤徳 B
　　　　　  < ３位 > 龍郷

【躍進賞】戸口

勝山　康生
久保　琴未
川畑　弥希
迫地　航士
森　ほのか
迫地　政明
納　廉太郎
永田　良騎
蘇　光陽
隣　誉人
池　健夫  

09 分 24 秒
04 分 10 秒
06 分 41 秒
12 分 42 秒〈新記録〉
09 分 33 秒
09 分 47 秒〈新記録〉
13 分 37 秒
05 分 47 秒
19 分 59 秒
20 分 59 秒
16 分 27 秒

（2.8㌔）
（1.1㌔）
（1.8㌔）
（3.8㌔）
（2.5㌔）
（2.7㌔）
（3.6㌔）
（1.6㌔）
（5.2㌔）
（5.6㌔）
（3.9㌔）

< １区 >
< ２区 >
< ３区 >
< ４区 >
< ５区 >
< ６区 >
< ７区 >
< ８区 >
< ９区 >
<10 区 >
<11 区 >

【優良競技者】
<15 回出場 > 里園　正登志　< ５回出場 > 竹山　なつみ、川畑　弥希、田原　悟、新島　智哉

【区間賞】
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　10 月 22 日に町中央グラウンドにて陸上自衛隊
第 12 普通科連隊（国分駐屯基地）による屋外イベ
ントが行われました。車両体験搭乗やドウラン体験
のほか、同隊の音楽隊によるミニコンサートが行わ
れ、様々な曲目で会場の人たちを楽しませました。

日頃の感謝を込めて
陸上自衛隊屋外イベント

ミニコンサートの様子

▲

　平成 28 年度宝くじ助成事業（一般コミュニティー助成事業）を利用して、戸口校区と手広集
落は、製氷機、空調設備、野外テント、折テーブル、放送設備などを導入しました。
　今回購入した備品は、戸口・手広地区振興センターに設置されました。集落行事など、様々な
コミュニティー活動を通じて幅広く活用されることで、集落の活性化に期待されています。

 集落の活性化に一役！ 宝くじ助成事業（一般コミュニティー助成事業）

▲

　11 月 18 日に養護老人ホーム愛寿園で德ヤスさ
んの 100 歳の敬老祝いが盛大に行われました。德
さんは大正５年生まれで龍郷町嘉渡の出身。大島紬
の機織りをしながら 4 人の子どもを育ててきまし
た。徳田町長が祝い金を贈呈した後、嘉渡集落など
から約 30 人が八月踊りで德さんの長寿を祝いまし
た。

　現在建設中の龍郷町生涯学習センターの愛称が
「りゅうがく館」に決定しました。
　愛称の募集は 9 月に町内居住の方を対象に行わ
れ、70 件の応募の中から選考会を経て選ばれまし
た。最優秀賞のほか、優秀賞３点も選考し、同セン
ターの落成式にて表彰を予定しています。

嘉渡出身、德ヤスさん
100 歳敬老祝う

龍郷町生涯学習センター
愛称決定『りゅうがく館』

徳田町長と德さんとご家族の皆さん

建設中の「りゅうがく館」

▲
▲
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・一般質問（６名が登壇）・・・・・   ６～１１ページ
・議決結果   ・・・・・・・・・・・     　１２ページ

龍郷町

議会だより
発行 /龍郷町議会

編集 /議会だより編集委員会

〒 894-0192

大島郡龍郷町浦 110 番地

ＴＥＬ 0997-62-3111（内線 155）

ＦＡＸ 0997-62-2535

平成２８年第３回定例会

第１７２号
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問　

　

各
集
落
に
あ
る
公
民
館
等
を

宿
泊
施
設
と
し
て
の
利
用
は
出

来
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）

　

本
町
に
お
け
る
集
落
公
民
館

は
色
々
な
補
助
を
受
け
て
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
シ
ャ

ワ
ー
等
の
整
備
が
可
能
な
も
の

か
、
ま
た
料
金
も
頂
い
て
宿
泊

さ
せ
る
こ
と
が
旅
館
業
法
等
に

抵
触
し
な
い
か
、
先
進
地
の
状

況
な
ど
も
調
査
し
な
が
ら
、
今

後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

問　

　

大
学
誘
致
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
や
構
想
は
。

　

答
（
町
長
）

　

奄
美
大
島
５
市
町
村
で
構
成

す
る
啓
発
物
「
奄
美
大
島
総
合

戦
略
推
進
本
部
」に
お
い
て「
大

学
設
立
等
可
能
性
調
査
」
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
去

る
９
月
６
日
、
５
市
町
村
の
担

当
者
が
秋
田
県
の
国
際
教
養
大

学
に
赴
き
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
奄
美
大
島
関
係
市
町
村
が
連

携
し
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
へ

の
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）

　

財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５

分
の
４
以
上
が
地
方
交
付
税
等

の
依
存
財
源
に
頼
っ
て
い
る
状

況
の
中
で
、
現
段
階
で
は
、
歳

出
が
歳
入
を
上
回
る
よ
う
な
収

支
の
不
均
衡
は
生
じ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
地
方
交
付
税
等
が
落

ち
込
む
と
急
激
に
状
況
が
悪
化

し
て
い
く
可
能
性
が
十
分
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

問　

　

消
防
団
報
酬
の
拡
充
の
予
定

は
。

　

答
（
町
長
）

　

大
島
地
区
消
防
組
合
内
の
６

市
町
村
に
お
い
て
、
平
均
よ
り

上
回
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

地
方
交
付
税
措
置
額
の
単
価
よ

り
も
高
い
こ
と
な
ど
の
観
点
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
拡
充
の
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

出
勤
手
当
は
交
付
税
単
価
よ
り

少
々
低
い
こ
と
か
ら
、
各
市
町

村
の
動
向
を
確
認
し
、
年
報
酬

と
出
動
手
当
て
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
団
員
の

処
遇
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー

（
Ｆ
Ｒ)

の
活
動
費
の
予
算
化

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

答
（
町
長
）

　

平
成
28
年
１
月
１
日
に
設
立

し
、
１
月
４
日
か
ら
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
費
用
弁
償

を
準
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

し
た
。
予
算
化
と
な
る
と
、
条

例
改
正
を
行
わ
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
が
、
消
防
団
員
と
Ｆ
Ｒ
隊

員
の
区
別
な
ど
、
調
整
す
る
点

が
か
な
り
あ
り
ま
す
。
企
画
・

財
政
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

問　

德永 義郎 議員

　

危
険
箇
所
の
枯
損
木
の
早
期

対
応
を
。

　

答
（
町
長
）

　

地
域
住
民
か
ら
の
情
報
提
供

や
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り

随
時
、
除
去
作
業
を
行
っ
て
い

る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
枯

損
木
に
よ
る
道
路
、
送
電
線
等

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
へ
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
為
に
も
、
危
険
木

の
早
期
発
見
、
敏
速
な
対
応
、

九
州
電
力
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な

い
よ
う
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

安
全
対
策
に
つ
い
て

消
防
行
政
に
つ
い
て

財
政
に
つ
い
て

戸口地区振興センター

松枯れの様子（戸口地区）
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問　

　

秋
名
・
名
瀬
間
の
ト
ン
ネ
ル

の
ル
ー
ト
確
定
と
、
早
期
実
現

に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

ル
ー
ト
も
整
備
も
未
だ
実
現

の
目
途
が
た
た
な
い
状
況
で

す
。
今
後
、
奄
美
市
で
は
陸
上

自
衛
隊
警
備
部
隊
の
施
設
整
備

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
県
道
名
瀬
・
龍
郷
線
の

位
置
付
け
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
機
会
を
捉
え
、
関
係

機
関
に
積
極
的
な
働
き
か
け
を

行
い
、
早
期
実
現
に
向
け
て
努

力
い
た
し
ま
す
。

　

問　

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状

は
。

　

答
（
町
長
）

　

答
（
教
育
長
）

　

現
在
保
管
し
て
い
る
文
化
財

や
民
具
・
絵
画
に
併
せ
て
、
町

内
集
落
ご
と
に
展
示
す
る
資
料

の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。セ
ン
タ
ー
完
成
後
に
も
、

本
格
的
に
収
集
活
動
を
行
い
ま

す
。

　

問　

　

明
治
維
新
１
５
０
年
に
併
せ

「
西
郷
ど
ん
」
決
定
後
、
本
町

の
取
り
組
み
は
。

伊勢 勝義 議員

伐
採
は
大
島
支
庁
が
管
理
し
ま

す
が
、
町
へ
移
管
し
た
場
所
も

あ
り
協
議
し
て
対
処
し
ま
す
。

　

問　

　

納
税
向
上
対
策
を
ど
う
考
え

る
か
。

　

答
（
町
長
）

　

平
成
27
年
度
の
実
績
は
、
寄

付
件
数
22
件
、
金
額
４
７
９
万

円
。
今
年
度
は
、
郷
友
会
へ
の

宣
伝
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直

し
、
広
報
誌
へ
の
掲
載
等
で
周

知
を
図
り
ま
す
。
返
礼
品
の
検

討
も
急
ぎ
、
制
度
の
充
実
に
向

け
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
６
月
に
一
次
選
考
、
７
月

に
二
次
選
考
を
行
い
、
神
奈
川
県

の
34
歳
男
性
に
決
定
し
ま
し
た
。

着
任
は
、
11
月
１
日
、
居
住
地
は

秋
名
・
幾
里
で
す
。
任
用
期
間
は
、

一
般
非
常
勤
職
員
と
し
て
、
最
長

三
年
間
。
秋
名
・
幾
里
集
落
の
文

化
資
源
、
休
耕
田
、
幼
稚
園
跡
地

の
活
用
方
法
、
大
学
研
究
の
活
動

受
け
入
れ
、
集
落
活
動
支
援
、
地

域
情
報
の
発
信
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

　

問　

　

建
設
の
進
捗
状
況
と
完
成
、

オ
ー
プ
ン
予
定
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

現
在
の
進
捗
状
況
は
75
％

で
、
今
年
12
月
末
完
成
予
定
で

す
。
完
成
後
に
、
年
明
け
か
ら

備
品
の
納
入
や
文
化
財
等
の
搬

入
を
行
い
、
平
成
29
年
４
月

オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

　

問　

　

文
化
財
な
ど
の
資
料
収
集
の

現
状
は
。

　

答
（
町
長
）

　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
こ
れ

か
ら
で
す
が
、
経
済
効
果
も
大

き
く
、本
町
の
み
な
ら
ず
群
島
、

県
の
活
性
化
の
追
い
風
に
な
る

よ
う
、
観
光
・
文
化
・
教
育
各

方
面
団
体
と
連
携
し
て
進
め
ま

す
。

　

問　

　

県
道
の
側
道
の
伐
さ
い
の
一

部
が
残
っ
て
い
る
が
。

　

答
（
町
長
）

　

国
道
・
県
道
の
道
路
敷
き
の

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は

荒
波
地
区
活
性
化
は

大
河
ド
ラ
マ
決
定
に
つ
い
て

西郷隆盛と愛加那の木像

生涯学習センター（完成イメージ図）

道
路
整
備
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
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問　

　

本
町
の
基
幹
作
物
で
あ
る
サ

ト
ウ
キ
ビ
増
産
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

　

答
（
町
長
）

　

本
町
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家
の

高
齢
化
は
深
刻
で
、
65
歳
以
上

の
農
家
の
割
合
は
68
％
と
高

く
、
新
規
の
担
い
手
・
後
継
者

確
保
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
平
成
27
年
度
の
本
町
の
実

績
は
、
農
家
戸
数
75
戸
、
栽
培

面
積
48
ヘ
ク
タ
ー
ル
生
産
量

１
５
６
４
ト
ン
と
昨
年
産
よ
り

生
産
量
で
２
２
３
ト
ン
下
回
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
様
な
結
果

を
踏
ま
え
、
昨
年
度
末
に
県
の

主
導
の
下
、
増
産
計
画
を
作
成

し
、
大
島
本
島
で
の
増
産
に
向

け
た
取
り
組
み
を
各
関
係
機
関

と
連
携
し
協
議
・
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
町

と
致
し
ま
し
て
は
、
龍
郷
町
サ

ト
ウ
キ
ビ
振
興
課
へ
生
産
量
の

確
保
に
向
け
た
様
々
な
助
成
を

行
っ
て
お
り
、
栽
培
面
積
の
拡

大
及
び
単
収
ア
ッ
プ
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

農
家
所
得
の
向
上
と
そ
の
対

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

本
年
度
は
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
建
設
に
予
算
注
入
し
た
た

め
、
農
業
振
興
に
思
い
切
っ

た
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
来
年
度
以
降
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
を
整
備
し
、
研
修
制
度

を
つ
く
り
農
家
の
所
得
向
上
に

向
け
た
、
予
算
措
置
を
講
じ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

休
耕
地
が
多
く
み
ら
れ
る

が
、
休
耕
地
の
活
用
と
解
消
対

策
は
。

　

答
（
町
長
）

　

本
町
で
の
対
策
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
町

内
８
地
区
に
お
い
て
、年
１
回
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
を
行
い
、
そ
の
地
区

に
お
い
て
、
今
後
の
農
業
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
に
お
い
て
、
話
し
合
い
を
続

け
プ
ラ
ン
を
検
討
す
る
こ
と
に

よ
り
、
担
い
手
等
へ
の
休
耕
地

の
活
用
と
解
消
対
策
が
、
今
後

見
込
ま
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

問　

　

灌
水
施
設
の
整
備
状
況
と
今

後
の
整
備
計
画
は
。

　

答
（
町
長
）

　

町
内
の
灌
水
施
設
の
整
備
状

況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
生
産
改
善
整
備
事
業
で
嘉

渡
地
区
の
取
水
施
設
、
秋
幾
地

区
の
頭
首
工
か
ら
水
田
へ
の
用

水
施
設
が
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

の
計
画
と
し
て
、
平
成
29
年
度

新
規
採
択
希
望
で
、
嘉
渡
地
区

を
県
営
農
地
環
境
整
備
事
業
に

よ
り
、
新
た
に
用
水
系
統
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
事
業
を
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
地
域
農
業
の
発
展
を
図
る

伊集院 巌 議員

上
で
も
灌
水
施
設
は
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
赤

徳
校
区
の
取
水
施
設
に
つ
き
ま

し
て
も
、
受
益
者
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
も
補

助
基
準
等
採
択
要
件
を
協
議

し
、
整
備
に
向
け
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

サトウキビ畑の様子

町内の休耕地
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問　

　

半
田
川
の
河
川
全
面
改
修
に

つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

戸
口
地
区
に
お
け
る
河
川
整

備
は
、
県
事
業
に
お
い
て
平
成

24
年
度
か
ら
５
ヵ
年
事
業
で
戸

口
川
１
・
２
キ
ロ
、
大
美
川
１
・

９
キ
ロ
を
床
上
浸
水
対
策
特
別

緊
急
事
業
で
総
事
業
費
約
32
億

円
を
投
入
し
、
平
成
29
年
度
完

成
に
向
け
て
事
業
が
進
ん
で
い

ま
す
。
今
後
29
年
度
以
降
か
ら

は
、
大
美
橋
か
ら
上
流
の
大
勝

集
落
に
向
け
て
、
約
３
キ
ロ
間

を
総
合
流
域
防
災
事
業
に
よ
り

整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
大
美
川
の
支
川
で
あ
る

半
田
川
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
事
業
に
よ
る
合
流
地
点

の
整
備
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

問　

　

中
勝
旧
道
及
び
排
水
路
整
備

に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

町
道
大
勝
中
勝
線
未
改
良
区

間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
前
、

改
良
舗
装
工
事
を
年
次
的
に
進

め
て
お
り
ま
し
た
が
、
地
権
者

と
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
現
状
の
道

路
を
利
用
さ
れ
る
方
に
は
不
便

を
き
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
事

業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

地
権
者
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
地
域
の

方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
早
期
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

排
水
路
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
般
質
問
通
告
後
に
現

場
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
早
期
に
対
応
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

観
光
客
増
加
に
伴
う
対
策
と

し
て
、
本
町
の
歴
史
、
旧
跡
の

調
査
、
名
所
の
看
板
の
整
備
は
、

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

　

答
（
町
長
）

　

27
年
度
に
出
来
る
も
の
は
や

る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
28

年
度
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

28
年
度
の
観
光
振
興
計
画
に

は
、
歴
史
認
識
等
が
間
違
い
の

な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
し

た
も
の
を
作
っ
て
い
こ
う
と
県

と
も
協
議
し
て
、
進
め
て
い
ま

す
。

　

問　

　

観
光
客
の
増
加
に
伴
う
ゴ
ミ

対
策
に
つ
い
て
。

　

答
（
生
活
環
境
課
長
）

　

各
集
落
に
は
ゴ
ミ
収
集
箱
を

設
置
し
て
、
毎
日
回
収
し
て
い

ま
す
。
観
光
客
の
宿
泊
施
設
や

自
動
販
売
機
等
の
業
者
に
も
協

力
を
仰
ぎ
、
ポ
イ
捨
て
に
関
し

川畑 信一 議員

て
は
、
関
係
課
と
連
携
を
密
に

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
に
関
し
て

は
、
町
民
に
分
か
る
よ
う
に
、

再
度
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
ル
ー

ル
を
周
知
す
る
よ
う
に
い
た
し

ま
す
。

　

問　

　
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
公
表
制

度
」
の
情
報
を
龍
郷
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
リ
ン
ク
で
き
ま
せ

ん
か
。

　

答
（
保
健
福
祉
課
長
）

　

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
市

町
村
の
判
断
で
大
丈
夫
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
早
急
に
対
処
い

た
し
ま
す
。

河
川
改
修
に
つ
い
て

道
路
改
良
に
つ
い
て

自
然
遺
産
登
録
に
つ
い
て

介
護
制
度
に
つ
い
て

現在の中勝旧道

半田川の様子
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問　

　

選
挙
の
質
を
高
め
て
い
く
為

に
も
条
例
の
改
定
も
視
野
に
選

挙
公
報
し
て
は
。

　

答
（
選
挙
管
理
委
員
長
）

　

公
職
選
挙
法
第
一
七
二
条
の

二
の
規
定
に
よ
り
、
市
町
村
の

首
長
及
び
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
は
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

任
意
で
選
挙
公
報
を
発
行
で
き

る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
本
町
は
こ
れ
ま
で
選
挙
公

報
の
発
行
は
致
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
首
長
お
よ
び
議
会
議
員
選

挙
と
も
に
選
挙
期
間
は
非
常
に

短
く
、広
報
を
発
行
し
た
場
合
、

選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
公
報

を
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日

時
ま
で
わ
ず
か
３
日
間
し
か
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
期
間

に
記
事
の
校
正
か
ら
印
刷
を
行

い
、
全
て
の
有
権
者
に
公
報
を

配
布
す
る
と
い
う
の
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
の
で
ご
理
解
を
賜
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

答
（
選
挙
事
務
局
長
）

　

経
費
は
町
単
独
費
用
と
な
り

ま
す
が
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

中
勝
地
区
に
お
い
て
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
場
外
発
券
場
施
設
進
出

の
動
き
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
町
は

ど
こ
ま
で
内
容
を
把
握
し
て
い

る
か
。

　

答
（
町
長
）

　

計
画
を
さ
れ
て
い
る
関
係
者

が
８
月
末
に
役
場
を
訪
れ
、
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
こ
の

事
業
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

始
め
る
と
い
う
段
階
で
あ
っ

て
、
現
時
点
に
お
い
て
町
の
方

針
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
状
況

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

今
後
５
年
か
け
て
嘉
渡
地
区

の
耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
等
を

取
り
入
れ
て
農
地
の
有
効
利
用

は
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）

　

今
年
度
も
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
更
新
・
作
成
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
嘉
渡
地
区
に
つ
い
て

も
５
年
後
の
地
域
の
中
心
と
な

る
農
家
の
営
農
計
画
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
農
家
の
高
齢
化

に
よ
る
離
農
や
後
継
者
不
足
が

懸
念
さ
れ
、
若
手
農
家
や
新
規

就
農
者
の
掘
り
起
こ
し
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

耕
作
放
棄
地
解
消
に
つ
い
て

は
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急

対
策
交
付
金
事
業
を
推
進
し
、

農
地
整
備
に
伴
い
担
い
手
農
家

へ
の
農
地
集
積
・
有
効
活
用
を

行
い
、
農
家
の
規
模
・
生
産
拡

圓山 和昭 議員

大
を
促
進
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

選
挙
公
報
に
つ
い
て

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
外

発
券
場
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

選挙について学ぶ生徒たち（大島養護）

耕作放棄地の様子

                                      

次の定例会は１２月中旬を予定しています。

あなたも議会を傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

当日は受付用紙に住所氏名を記入するだけです。
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問　

　

公
園
整
備
は
先
の
３
月
定
例

会
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
中

に
検
討
会
を
立
ち
上
げ
て
、
併

せ
て
基
本
設
計
を
実
施
し
て
い

く
と
あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
か
。

　

答
（
町
長
）

　

平
成
29
年
度
に
整
備
を
計
画

し
て
い
る
「
浦
公
園
」(

仮
称)

に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
に
測
量

設
計
業
務
の
委
託
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
第
一

回
目
の
検
討
会
開
催
に
向
け

て
、
有
識
者
の
選
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

既
存
の
高
倉
や
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
を
活
用
し
た
公
園
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

問　

　

２
年
連
続
の
豪
雨
に
よ
り
、

軒
下
ま
で
水
に
つ
か
り
住
め
な

く
な
っ
た
浦
地
区
の
排
水
対
策

は
土
地
の
か
さ
上
げ
工
法
が
最

適
だ
と
思
う
が
、
補
助
事
業
が

無
く
他
の
事
業
で
と
、
赤
尾
木

地
区
の
排
水
に
つ
い
て
も
答
弁

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
。

　

答
（
町
長
）

　

赤
尾
木
東
通
り
地
区
に
つ
い

て
は
、
道
路
改
良
工
事
の
要
望

も
あ
り
、
地
権
者
と
現
地
説
明

会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
道
路

と
土
地
の
高
低
差
な
ど
、
整
備

課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
早
期
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

答
（
地
域
整
備
課
長
）

　

浦
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

３
月
に
簡
易
的
な
測
量
を
実
施

し
、
４
月
に
県
庁
都
市
計
画
課

に
相
談
し
た
が
、
浸
水
地
区
の

面
積
が
採
択
要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
と
の
回
答
を
受
け
、
現

在
、
九
州
地
方
整
備
局
へ
補
助

採
択
事
業
に
つ
い
て
相
談
を
行

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

問　

　

断
念
の
根
拠
は
。
町
長
は
６
月

28
日
の
り
ゅ
う
ゅ
う
館
で
の
住

民
説
明
会
に
お
い
て
、
受
け
入
れ

賛
成
と
表
明
、
と
こ
ろ
が
７
月
19

日
は
、
受
け
入
れ
断
念
と
態
度
を

変
え
て
い
ま
す
が
、そ
の
理
由
は
。

　

答
（
町
長
）

　

最
初
の
会
社
側
の
説
明
に
よ

れ
ば
、
地
元
芦
徳
の
住
民
も
、

漁
業
関
係
も
賛
成
で
あ
る
と
の

事
で
経
済
面
や
人
口
等
考
え
賛

成
を
表
明
し
た
が
そ
の
後
、
町

主
催
の
住
民
説
明
会
や
、
芦
徳

集
落
で
の
意
見
交
換
会
で
の
反

対
意
見
が
多
く
な
り
、
住
民
運

動
や
、
漁
協
か
ら
正
式
に
反
対

の
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
た
の
で

推
進
断
念
を
表
明
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

問　

　

賛
成
か
ら
断
念
の
判
断
が
早

前田 豊成 議員

か
っ
た
が
、
議
会
に
も
相
談
説

明
が
な
く
、
町
民
に
対
し
て
も

説
明
責
任
は
十
分
だ
っ
た
の

か
。

　

答
（
町
長
）

　

計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た

り
、
会
社
側
か
ら
、
集
落
役
員

や
集
落
民
へ
の
説
明
は
何
度
も

実
施
し
て
お
り
、町
と
し
て
も
、

住
民
説
明
会
や
、
芦
徳
集
落
と

の
意
見
交
換
会
を
し
、
行
政
と

し
て
で
き
る
だ
け
の
努
力
は
し

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

都
市
再
生
整
備
事
業
に
つ
い
て

芦
徳
ク
ル
ー
ズ
船
対
応
に
つ
い
て

浦
、
排
水
対
策
に
つ
い
て

豪雨災害による土砂崩れ

芦徳クルーズ船住民説明会の様子
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　 平成２７年度

龍郷町一般会計決算の状況
（地方財政状況調査資料より ‐ 総務企画課）

○ 平 成 27 年 度 歳

入歳出決算規模

　 平 成 27 年 度 の

歳入歳出決算規模

は、前年度と比較

して歳入 2 億 5 千

5 百 万 円、 歳 出 1

億 8 千 2 百万円そ

れぞれ減額となり

ました。

　これは、前年度

の繰越事業等によ

る投資的経費等の

減額が影響してい

ると考えられます。

※地方債

　自治体が借金を

する行為または借

金そのものを指し

ます。自治体の予

算では、その年度

に使うお金はその

年度に得る収入（町

税や地方交付税な

ど）で賄うことに

な っ て い ま す が、

それでは多額の費

用がかかる事業を

行うことは困難な

ため、その財源不

足を補う手段とし

て自治体がお金を

借り入れる「起債」

という制度があり

ます。
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※義務的経費

　必ず支出しな

ければならない

経費、または容

易に減らすこと

が出来ない経費

をいい、人件費・

扶助費・公債費

（ そ の 年 度 の 借

金の返済金）が

これにあたりま

す。

※職員数

　 正 職 員 総 数

（ 特 別 会 計 や 一

部事務組合への

派遣職員も含ん

でいます。）

※投資的経費

　 普 通 建 設 事

業・ 災 害 普 及

事 業 の 総 体 を

いい、主に公共

事業などの社会

資本整備のため

の建設事業費を

指します。地域

経済の活性化に

は必要な経費で

すが、投資的事

業に依存し、財

源不足を補うた

め安易に地方債 

（借金）を増発す

れば、将来的に

財政圧迫の原因

ともなります。

・H １８補助事業の増は、大勝小校舎建設費が主な要因

・H ２０補助事業の増は、特定公共賃貸住宅建設費が主な要因

・H ２１補助事業の増は、地域ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ基盤整備事業、小学校大規模改造事業が主な要因

・H ２２補助事業の増は、地域情報通信基盤整備事業、小学校大規模改造事業が主な要因

・H ２４補助事業の増は、小学校・屋内運動場の改修事業が主な要因

・H ２５災害復旧事業の減は、奄美豪雨災害復旧事業の完了が主な要因

・H ２６補助事業の増は、小・中学校屋内運動場の改修事業が主な要因
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※（一般会計決算額を千文の一に縮小し、12 ヶ月で割って一般家庭の家計簿に置きかえて表しています。）
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

今
ま
で
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
方
を
対
象
に
、
１
人

１
回
の
公
費
助
成
に
よ
る
定
期
予
防
接

種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
年
度
内
に
お
い
て
の

み
、
定
期
接
種
と
し
て
公
費
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
接
種
が
ま
だ
の
方

は
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
28
年
度
の
対
象
者

▼
接
種
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日
～

平
成
29
年
３
月
31
日

▼
接
種
場
所

　

指
定
医
療
機
関
（
お
配
り
し
て
い
る

案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

▼
持
参
す
る
も
の

　

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
予
診
票

　

※
紛
失
さ
れ
た
方
は
保
健
福
祉
課
へ

　

接
種
料
４
、
６
１
７
円

　

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

▼
お
配
り
し
て
い
る
案
内
を
よ
く
ご
覧

に
な
り
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

接
種
さ
れ
る
方
は
必
ず
指
定
医
療
機
関

へ
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７-

69-
４
５
１
４

年
末
年
始
ご
み
特
別
受
入
日
程

　

年
末
特
別
受
入
の
３
日
間
は
、
入
口

付
近
で
の
混
雑
を
解
消
す
る
為
、
前
年

度
同
様
に
特
別
料
金(

全
て
粗
大
ご
み

料
金)

で
の
搬
入
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

渋
滞
を
避
け
る
た
め
２
ト
ン
車
以
下
で

の
搬
入
と
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
大
島
地
区
衛
生
組
合

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
分
類
の
種
類

　

可
燃
ご
み
、
古
紙
等
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

　

ふ
と
ん
、
絨
毯
類
、
不
燃
ご
み

　

粗
大
ご
み(

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
木

材
類
、
金
属
類
）

▼
燃
や
せ
な
い
ご
み
に
つ
い
て

　

・
ガ
ス
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
の
正
し
い
捨
て
方
と
し
て
、
必
ず

中
の
ガ
ス
を
使
い
切
っ
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
燃
や
せ
な
い
ご
み

の
回
収
日
に
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
充
電
式
電
池
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
処
理
す
る
際
に
火
災
の
恐
れ
が

あ
る
た
め
回
収
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

燃
や
せ
な
い
ご
み
に
混
ぜ
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。
充
電
式
電
池
を
捨
て

る
と
き
に
は
役
場
や
リ
サ
イ
ク
ル
協
力

店
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

大
島
地
区
衛
生
組
合

☎
０
９
９
７-

53-

２
９
６
９

　

龍
郷
町
役
場
生
活
環
境
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
２
５

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

第
68
回
人
権
週
間
（
12
月
４
～
10
日
）

に
あ
わ
せ
て
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
28
年
12
月
８
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
開
設
場
所　

浦
生
活
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
７

　

　

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

①
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北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

12
月
10
日
か
ら
12
月
16
日
は
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
で
す
。

　

平
成
18
年
６
月
に
、
「
拉
致
問
題
そ

の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
国
民
の
認

識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と

連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
に
か
け

て
、
北
朝
鮮
に
よ
り
多
く
の
日
本
人
が

拉
致
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
17
名
が
政

府
に
よ
っ
て
拉
致
被
害
者
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
府
が
認
定

し
た
被
害
者
以
外
に
も
、
い
わ
ゆ
る
特

定
失
踪
者
等
の
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
の

可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
人
た
ち
が
い

ま
す
。

　

鹿
児
島
県
に
お
い
て
も
、
市
川
修
一

さ
ん
と
増
元
る
み
子
さ
ん
が
拉
致
被
害

者
と
し
て
認
定
さ
れ
、
現
在
も
家
族
の

方
々
は
速
や
か
な
帰
国
を
求
め
て
日
々

活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

12
月
の

「
ど
ぅ
く
さ
会
」

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

時
間
…
午
後
２
時

場
所
…
各
集
落
公
民
館
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お

知

ら

せ

案

内

板

②
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香 

典 

返 

し 

お 

礼

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

1（木）  1 歳 6 か月児健診 13：00 ～

どぅくさぁや館
2（金）

 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

8（木）  乳児健診 12：30 ～

9（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

13（火） じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木地区
16（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～ どぅくさぁや館

21（水）
 たつごう在宅家族の会 13：30 ～ 肥後医院
 お腹スッキリ教室（28 日から変更） 19：30 ～

どぅくさぁや館22（木） でぃでぃクラブ 13：30 ～
16（金） かめのこクラブ 10：00 ～
18（日） 第 46 回龍郷町ロードレース大会 8：00 ～ 奄美信用組合竜郷支店前
27（火） じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木地区

１２月行事予定表 ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

【
10
月
届
出
】

  

榮　

 

祥よし
つ
ぐ継

芳
岡　

聖きよ
と都

山
田　

鼓こ
じ
ろ
う

次
郎

常
田　

和わ
か花

森
山　

優ゆう
き樹

  

牧　

 

良りょ
う
た太

髙
田　

結ゆ
い衣

作
田　

瑠る
か佳

　
（
敬
称
略
）

大
勝

浦芦
徳

中
戸
口

赤
尾
木

手
広

龍
郷

玉
里

保
護
者
名

勝
博

琢
也

信
也

一
喜

和
也

一
郎

太
郎

一
生

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
10
月
届
出
】

田
畑　

エ
ミ

竹
山　

ニ
シ
チ
ヨ

伊
集
院　

賢
功

前
田
　
富
雄

井
ノ
上
　
安
治

川
畑
　
輝
哉

美
島
　
恒
雄

（
98
）

（
99
）

（
91
）

（
93
）

（
85
）

（
63
）

（
85
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

浦
（
愛
寿
園
）

赤
尾
木

赤
尾
木

嘉
渡

浦瀬
留

・
成
海
博
文
さ
ん
（
故
田
畑
和
子
さ
ん
）

幾
里
稲
穂
会

・
竹
山
賢
好
さ
ん
（
故
竹
山
ニ
シ
チ
ヨ
さ
ん
）

愛
寿
園
、
社
会
福
祉
協
議
会

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
森
山
達
弘
さ
ん
（
故
森
山
ミ
ツ
コ
さ
ん
）

・
伊
集
院
キ
ヨ
子
さ
ん
（
故
伊
集
院
賢
功
さ
ん
）

・
中
村
智
子
さ
ん
（
故
井
ノ
上
安
治
さ
ん
）

※
広
報
た
つ
ご
う
10
月
号
10
ペ
ー
ジ
の
「
香
典
返

し
お
礼
」
コ
ー
ナ
ー
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は

・
竹
山
賢
好
さ
ん
（
故
竹
山
ニ
シ
チ
ヨ
さ
ん
）

右
記
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

11
O

ctober
2016

　　もがみ　 　あいな　 　　

Ｈ 27. 11. 8　生

父 満男 / 母 奈美  龍郷

最上　愛奈 ちゃん

  　きくち　   いちなり 　　　　

Ｈ 27. 11.14　生

父 辰郎 / 母 梨香  中勝

菊地　壱成 くん

   やまだ　　 　はなと     　　

Ｈ 27. 11.16　生

父 啓幹 / 母 舞子  中戸口

山田　帆南飛 くん

   わかばやし　　さき     　　

Ｈ 27. 11.16　生

父 誠也 / 母 綾音  大勝

若林　紗季 ちゃん

みどり　　みり　　　　　

Ｈ 27. 11. 10　生

父 優人 / 母 明子  赤尾木

緑　美璃 ちゃん

満一歳になりました。

この子たちに誇れる町を

みんなでつくりましょう。


